
飛
騨
市
に
あ
る
二
つ
の
県
立
高

校
、
『吉
城
高
校
』と
『飛
騨
神
岡

高
校
』か
ら
生
徒
二
名
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
高
校
を
訪
問
し
て
交
流

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
る
選
択

肢
の
中
か
ら
、
ど
の
高
校
に
進
学

し
よ
う
か
考
え
て
い
る
中
学
生
の

み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
も
、
両
校
が
ど
ん
な

高
校
な
の
か
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
企
画
し
ま
し
た
。 

今
回
、
両
校
を
紹
介
し
て
く
れ

る
の
は
こ
の
四
名
。 

荒
井
晴
凪
さ
ん
：神
岡
中
学
校

出
身
、
飛
騨
神
岡
高
校
文
理
Ｉ

系
列
二
年
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

中
田
光
星
く
ん
：神
岡
中
学
校
出

身
、
飛
騨
神
岡
高
校
文
理
Ｉ
系

列
二
年
、
ロ
ボ
ッ
ト
部
部
長 

小
萱
陽
琉
く
ん
：古
川
中
学
校
出

身
、
吉
城
高
校
普
通
科
学
び
探

究
コ
ー
ス
二
年
、
吹
奏
楽
部
、
生

徒
会
長 

森
本
優
奈
さ
ん
：古
川
中
学
校

出
身
、
吉
城
高
校
普
通
科
総
合

コ
ー
ス
二
年
、
華
道
部 

ど
う
し
て
今
の
高
校
を
選
ん
だ

の
？ 

荒
井
さ
ん
：
家
か
ら
近
い
か
ら

で
す
。
（
笑
）
私
は
高
山
市
内

の
高
校
に
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
け
ど
、
神
岡
か
ら

だ
と
バ
ス
で
時
間
も
か
か
る
の

で
も
っ
た
い
な
い
し
、
最
終
的

に
飛
騨
神
岡
高
校
に
決
め
ま
し

た
。 

 

中
田
く
ん
：
僕
は
高
校
を
卒
業

し
た
ら
就
職
し
よ
う
と
思
っ
て

い
て
、
中
学
で
の
高
校
説
明
会

で
飛
騨
神
岡
高
校
は
工
業
の
系

列
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の

で
、
絶
対
に
飛
騨
神
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
気
が

変
わ
っ
て
も
入
学
し
て
か
ら
系

列
が
選
べ
る
と
い
う
の
が
決
め

手
で
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
、

ロ
ボ
ッ
ト
部
に
入
っ
て
活
動
す

る
う
ち
に
、
も
っ
と
深
く
勉
強

し
て
大
学
の
工
学
部
へ
行
き
た

く
な
っ
た
の
で
、
工
業
じ
ゃ
な

く
文
理
系
列
を
選
択
し
ま
し

た
。
こ
れ
飛
騨
神
じ
ゃ
な
か
っ

た
ら
で
き
な
い
こ
と
で
す
。 

小
萱
く
ん
：
僕
も
高
校
を
卒
業

し
て
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
中
三
の
時
に

行
っ
た
吉
城
高
校
の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
で
、
就
職
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
企
業
か
ら
吉
城
高

校
に
求
人
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
の
で
、
吉
城
が
い
い
と
思
い

決
め
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
中
田

く
ん
と
同
じ
で
入
学
し
た
と
き

は
就
職
希
望
だ
っ
た
け
ど
今

は
、
四
年
制
大
学
に
進
学
し
た

い
の
で
、
学
び
探
究
コ
ー
ス
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
な
ん
か
中

田
く
ん
と
似
て
る
（
笑
）
。 

 

森
本
さ
ん
：
私
は
中
学
校
の
と

き
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
新
聞

の
記
事
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

で
吉
城
高
校
の
「
Ｙ
Ｃ
Ｋ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
こ
と
を
知
っ

て
、
入
学
し
た
ら
介
護
施
設
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
か
ら
、
吉
城
高
校
を

選
び
ま
し
た
。 

 

中
田
く
ん
：
飛
騨
神
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

て
部
活
動
や
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
僕
が

所
属
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
部
で

は
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た

「
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
」
や
「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
あ
と
、
工
業
や
ビ

ジ
ネ
ス
系
列
の
人
も
勉
強
し
た

こ
と
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
と

か
も
し
て
る
み
た
い
で
す
。 

 

小
萱
く
ん
：
小
学
生
を
対
象
に

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ら
、
吉

城
で
は
、
課
外
活
動
で
「
小
学

生
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
僕
は
参
加
し
て
く

れ
た
小
学
生
と
一
緒
に
「
箱
カ

メ
ラ
」
を
作
っ
て
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
授
業
で
勉
強
し
た
こ

と
を
使
っ
て
、
小
学
生
に
数
学

や
理
科
の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

荒
井
さ
ん
：
ど
ち
ら
の
高
校
で

も
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
私
た
ち
も
（
中
田
く
ん
と

二
人
）
来
月
、
小
学
生
へ
情
報

モ
ラ
ル
の
話
を
す
る
予
定
で

す
。 

 

通
学
は
大
変
？ 

小
萱
く
ん
：
吉
城
は
学
校
の
す

ぐ
下
ま
で
バ
ス
が
上
が
っ
て
く

る
の
で
、
近
く
て
楽
で
す
。
そ

の
あ
と
の
通
称
『
吉
城
坂
』
は

良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま

す
。
（
笑
） 

中
田
く
ん
：
飛
騨
神
は
生
徒
玄

関
の
前
に
バ
ス
が
停
車
す
る
の

で
、
バ
ス
を
降
り
て
三
秒
で
校

舎
に
入
れ
ま
す
（
笑
）
。
あ

と
、
遠
く
て
バ
ス
で
通
え
な
い

子
は
徒
歩
三
分
の
場
所
に
寮
も

あ
り
ま
す
。 

 

今
回
お
互
い
の
学
校
を
見
学
し

た
り
話
を
聞
い
て
ど
ん
な
こ
と
を

思
い
ま
し
た
か
？ 

ま
ず
飛
騨
神
岡
高
校
の
印
象

は
？ 

森
本
さ
ん
：
校
舎
は
キ
レ
イ
だ

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
す
ご
く
広

い
し
、
と
て
も
い
い
環
境
で
高

校
生
活
が
過
ご
せ
る
の
が
魅
力

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト

部
に
お
邪
魔
し
た
の
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
二
本

の
足
で
動
き
回
っ
て
い
て
本
当

に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
高
校

生
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
精
密
な
部
品

を
一
つ
一
つ
作
っ
て
、
複
雑
な

動
き
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て

い
る
な
ん
て
驚
き
で
し
た
。 

 

小
萱
く
ん
：
僕
は
生
徒
会
長
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、
公
約
が

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
形
で
わ
か
り

や
す
く
廊
下
に
掲
示
さ
れ
て
い

た
の
で
、
と
て
も
い
い
刺
激
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飛
騨
神

岡
高
校
の
生
徒
会
選
挙
は
、
飛

騨
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
実

際
の
選
挙
で
使
う
機
材
を
借
り

て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
来
年
十
八
歳
に
な
っ
て
投

票
に
行
く
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
る

し
、
国
や
社
会
の
問
題
に
関
心

を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
、
大
切
な
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

 

森
本
さ
ん
：
地
域
の
飲
食
店
を

紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
は
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
が
高
か
っ
た
で
す
。
授

業
で
得
た
知
識
や
技
能
を
使
っ

て
、
地
域
の
お
店
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
の
は
楽
し
そ
う
だ

し
、
自
分
の
た
め
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。 

 

吉
城
高
校
の
印
象
は
？ 

中
田
く
ん
：
吉
城
高
校
に
お
邪

魔
し
た
と
き
は
、
文
化
祭
準
備

の
様
子
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
三
年
生
だ
け
じ
ゃ
な
く

二
年
生
も
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
で

き
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
吉
城
高
校
が
各

ク
ラ
ス
で
作
る
「
立
て
看
板
」

を
参
考
に
し
て
、
飛
騨
神
岡
高

校
の
「
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。 

 

荒
井
さ
ん
：
古
川
祭
で
は
、
外

国
人
観
光
客
を
英
語
で
案
内
し

た
り
、
祭
り
屋
台
曳
き
を
体
験

し
た
り
、
美
化
活
動
を
し
た
り

と
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
い
ろ

い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
高
校
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

中
田
く
ん
：
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
地
域
の
祭
や
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
な
い
の
で
、
せ
っ

か
く
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て
本

当
に
残
念
で
す
。
で
も
、
吉
城

と
飛
騨
神
に
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
サ
マ

ン
サ
先
生
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た

ら
、
海
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
飛
騨
市
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
英
語
で
も
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
高
校
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
と

中
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
ま
す
。 

中
田
く
ん
：
ど
ち
ら
の
高
校

も
、
中
学
生
の
段
階
で
将
来
の

目
標
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
な
く

て
も
、
入
学
し
て
か
ら
友
だ
ち

や
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
じ
っ

く
り
考
え
て
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
飛
騨
神
で
も
吉
城
で

も
安
心
し
て
選
ん
で
ほ
し
い
で

す
。 

 

荒
井
さ
ん
：
高
校
の
授
業
は
と

て
も
楽
し
い
け
ど
、
す
べ
て
の

教
科
が
中
学
校
の
勉
強
が
土
台

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
数
学

や
英
語
は
、
中
学
校
で
や
っ
た

こ
と
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
多
い
の
で
中
学
校
の
今
の
勉

強
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

小
萱
く
ん
：
高
校
二
年
生
に

な
っ
て
痛
感
し
て
い
る
こ
と

は
、
中
学
生
の
時
か
ら
勉
強 

す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
す

る
習
慣
を
今
の
う
ち
か
ら
付
け

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

森
本
さ
ん
：
高
校
の
勉
強
は
中

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
の
応
用
が

多
い
か
ら
、
中
学
生
の
う
ち
に

自
分
に
合
っ
た
勉
強
法
を
身
に

付
け
て
お
く
と
い
い
と
思
い
ま

す
。 

  

※
写
真
は
飛
騨
市
安
峰
山
に
て

撮
影
し
ま
し
た
。 

 

※
吉
城
高
校
と
飛
騨
神
岡
高
校 

 

に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
は
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 



部活も勉強もＹＣＫプロジェクトも、なりたい自分になるための“強み”になる！  

R２年度卒 高 校 生 活 進   路 

古川中出身 

Kさんの場合 

動物に関わる仕事に興味があり、高校で生物を学ぶうちに、大学でさらに学びたいと思うようになった。 

入試に向けて、理数科の課題研究で取り組んだことを担当の先生とたくさん練習して合格できた。 

富山大学 
理学部生物学科 

古川中出身 

Nさんの場合 

勉強はもちろん、ボランティア活動や生徒会、台湾研修、地域課題探究などで経験があったので、面接試験

では自信を持って臨めた。いろいろな経験ができる吉城高校を選んで良かったと思う。 

福井大学 
医学部看護学科 

古川中出身 

Sくんの場合 

小さい頃から列車の運転士である父の姿に憧れ、自分の好きなことや叶えたい目標をモチベーションにし

てきた。ＹＣＫプロジェクトへの参加や陸上競技部の部長など、チャンスが回ってきたらいつも挑戦した。 

東海旅客鉄道 
株式会社 

松倉中出身 

Kくんの場合 

サッカーがやりたくて吉城高校に入学。一緒に頑張れる仲間の存在を力に、３年間やり切った部活動や、 

ＹＣＫプロジェクトやインターンシップへの参加などが、進路を決定していくときの自信になった。 
飛騨市役所 

普通科では、自分の個性や能力を見つけ出し可能性を広げます。 

２年次からは、国公立・私立四大への進学を目指す【学び探究コース】と、 

公 務 員 や 民 間 企 業、短 大 や 看 護 医 療 系 や 一 般 専 門 学 校 の 進 学 を       

目指す【総合コース】に分かれます。 

理数科では「理数探究」や、「校外研修」、「出前授業」などを通して、 
これからの時代に必要な幅広い学力を身に付けます。 
２年次からは、進路希望に応じて、文系にも対応した科目選択ができます。 

吉城高校のＳＴ比（教員一人当たりの生徒数）は8.1 
(*一般的な普通科高校では15前後) 

クラスの定員が30人なので、一人一人に寄り添ったサポートが充実しています。 

飛騨から世界を望み、 

地域の持続可能な発展に貢献する 

吉 城 高 校 
 

がんばっています！吉城高校の進学・就職  

理数科では、大学進学希望者の約半分が国公立大学に進学しています。３年間同じ目標に向かって学習や行事に専念できます。 

R２年度卒業生の２人に１人（５０％）が国公立大学に合格しました！ 

普通科では、入学したときの進路希望を変更しても、希望する進路をしっかり実現しています。 

R２年度学び探究コース卒業生の27.6%が国公立大学に合格し、総合コース卒業生の公務員採用試験合格率は100%でした！ 

参加者 

学校設定科目 

「地域課題探究」 

地域の課題解決の糸口を探る活動に、学年を超えてグループを編成し、一年間じっくりと探究活動に取

り組みます。自分の探究課題を見つけ、その解決に向けて力を持ち寄り、成果を報告会で伝えます。 
48名 

学校設定科目 

「国際理解探究」 

台湾中部の嘉義県新港郷でホームステイ研修を中心に学習します。飛騨市古川町とまちづくりで交流し

てきた新港文教基金会の皆さんと、互いの自然・文化・歴史・魅力・課題を英語で学び合います。 
16名 

課外活動 

プログラム 

自分の興味・関心・予定で参加できる地域貢献活動です。ひまわりプロジェクト、学習サポーター、小学

生サイエンス教室、市長ワークショップ、和光園清掃活動、絵本の読み聞かせなどを実施します。 
243名 

総合的な 

探究の時間 

１年生は、コース・科目選択に向け、キャリア教育講座や大人と語る会などを通して進路を探究します。 

２年生は、持続可能な魅力ある地域づくりへのアイディアを考える探究活動に取り組みます。 

101名 

105名 

各教科・科目の 

授業 

１年生の家庭基礎では、福祉の専門学校講師による講義があります。また３年生の英語会話では、地 

域の保育園児と英語の交流会を開きます。このように、授業で身に付けた知識や技能を活用します。 

101名 

31名 

理数科(30) 
文系コース 

学び探究コース 

文  系 

理  系 

普通科(90) 
総合コース 

文系 

看護・福祉 

国際・観光 

公務員・民間企業 

芸術・体育 

1年          2年        3年 

国
公
立 

四
大
他 

国
公
立 

私
立
四
大 

私
立
四
大
・短
大 

専
門
・
就
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飛 騨 神 岡 高 校 
普通科・商業科・工業科の学校が１つの高校に！ ２年生から３系列に分かれて勉強 

１年生は普通科高校と同じ学習内容に加え「産業社会と人間」（週２時間）

という将来を考え系列選択をサポートする授業を受講。 

2年生以降どの系列を選ぶのかじっくり考えて決めることができます。 

教員１人あたり生徒５．６人！アットホームな雰囲気の中、勉強や学校  

生活の悩みをどの先生にも気軽に相談できます。卒業後の進路は     

「あきらめない、あきらめさせない指導」をモットーに万全のサポート。 

 

 

 １年 卒業 ２年     ３年 

 

 

文 理 系 列 

普通科高校の学び 

ビジネス会計系列 

商業高校の学び 

工業技術系列 

工業高校（機械ｏｒ電気）の学び 

様々な 

進路を 

実現 ! 

実はすごい！飛騨神岡高校の進学・就職  

就職  

進学  

部活も勉強も全開！飛騨神の生徒  
  高  校  生  活 進   路 

  

北
稜
中
出
身 

 
 

Ｕ
く
ん
の
場
合  

中学までは野球部。本校のロボット出前授業で刺激をうけ飛騨神へ。 

ロボット部と硬式野球部を両立し3年生では野球部主将、ロボットの世界大会ROBO-

ONEでも企業賞を独占！野球で培った集中力とロボットを作る論理的な思考力で      

大学入試も突破！ 将来の目標はロボットの技術を生かして自動運転のクルマを作ること。 

 

工学部 

  

神
岡
中
出
身 

 
 
 

Ｎ
さ
ん
の
場
合 

地元神岡のことが大好きで飛騨神へ。 

３年間女子ソフトボール部で中心的に大活躍。勉強はもちろん、生徒会役員やボランィア活

動、飛騨市議会の傍聴や町おこしの企画など、地域と関わる活動にも精力的に参加。 

将来は飛騨市の職員として地域を元気にするのが夢。 

静岡大学 

地域創造学環 

 
 

Ｓ
く
ん
の
場
合 

ロボットがやりたくて飛騨神を選択。家が遠いので寮に入り高校生活スタート。 

韓国で開催のロボットの国際大会で優勝したり数々の競技会に出場したほか、中学校の先

生や小学生対象のマイコン講座など自分たちの知識を生かしたボランティアなど積極的に

活動。将来は人と一緒に暮らす役に立つロボットを作るのが夢。 

信州大学 

工学部 

古
川
中
出
身 

 
 
 

Ｔ
く
ん
の
場
合 

環境を変えて勉強をしたいと飛騨神へ入学。 

１年生の時は進学の文理系列か少し迷ったけど工業技術系列で電気系を選択。第二種電

気工事士や危険物取扱者など国家資格の他たくさん資格も取得。サッカー部の部長や生徒

会でも活躍し充実した高校生活を満喫。念願だったトヨタ自動車株式会社に就職。 

トヨタ自動車 

株式会社 

古
川
中
出
身 

 

Ｋ
さ
ん
の
場
合 

将来なにになりたいか決まっていなかったので入学後に系列が決められる飛騨神へ。 

ロボット部部長として韓国の国際大会や全国大会に数多く出場。二年生の時にはインターナ

ショナルロボットハイスクールで未来のロボットが経済へ与える影響を英語でプレゼンし   

最優秀賞。卒業式前日には高校生は飛騨神しか出場していないROBO-ONEでも優勝。 

信州大学 

経法学部 

過去5年間の主な進路実績  

  

就 

職 

トヨタ自動車・北陸電力・ＪＲ東海・アイシン精機（学園生）・日本軽金属・神岡鉱業 

武田 ・和井田製作所・神岡部品工業・神岡 ・三井金属鉱業・ 飛騨 

濃飛乗合自動車・打江精機・飛騨市森林組合・日本郵便・消防士・刑務官・自衛隊 他 

進 

学 

国立名古屋工業大学・国立信州大学・国立静岡大学・国立新潟大学・国立長岡技術科学大学 

岐阜市立女子短期大学・京都女子大学・芝浦工業大学・立命館大学・金沢工業大学 

名 城 大 学 ・中 部 大 学 ・日 本 大 学 ・ ・四 日 市 看 護 医 療 大 学  他 

少人数なので全員が主人公。飛騨神の生活で新しい自分を発見！ 

飛騨神は部活も活発  

 

過去5年間の主な進路実績   

進
学 

国立：山梨大学、富山大学、金沢大学、静岡大学、名古屋大学、名古屋工業大学 

公立：都留文科大学、石川県立大学、富山県立大学、岐阜県立看護大学 他 

私立：中央大学、金沢工業大学、愛知大学、名城大学、岐阜聖徳学園大学、近畿大学 他 

就
職 

国家公務員一般職、税務、裁判所事務、岐阜県職員、岐阜県警察官、小中学校事務、 

飛騨市役所、飛騨市消防職員、高山市役所、東海旅客鉄道株式会社、日本郵便 他 


